
 

  

 

  

 梅雨の季節がやってきました。気温・湿度ともに上がるこの時期から増える 

感染症や暑さ対策など、子どもたちの健康管理に園でも十分気を付けていきたい 

と思います。ご家庭でも予防接種で予防できる病気は、かかりつけ医と相談して 

積極的に予防し、手洗いや生活リズムを整え、感染症に「かからない」「うつさ 

ない」の気持ちを大切に、引き続きご協力をお願いいたします。 
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岩﨑 髙栁  
ことを伝えています。 

ご家庭では早めに寝るようにし、疲れをためないことと、朝食を食べる時間を作っ

ていただきたいと思います。低血糖状態は身体の水分を保つ働きが悪くなり、熱中

症を誘発します。忙しい朝ではありますが、塩分と水分、ミネラルがとれる味噌汁

を食べる（和食）はおすすめです。 

また、水筒のお茶は常温のお茶を多めに持たせてあげてください。 

冷たすぎるお茶は、消化吸収力が低下し水分補給には適しません。 

 

 

 

 

 

★★ 気をつけたい感染症に対して 

高温・湿気を好むウイルスで、ヘルパンギーナ、 手足口病、 

咽頭結膜熱、りんご病、とびひ、などに注意しましょう。 

例年この時期は発症者がおり、すでに 5月にヘルパンギーナを発症 

されたお子さまがいます。 

子どもの体温は、環境の温度に影響を受けやすいので、全身状態「咳・鼻水・顔色・

食欲等」と合わせて用心をしましょう 

注意：カンピロバクター食中毒は、加熱不十分な鶏肉からおこり抵抗力のない子ど

もは重症化するのでこの時期用心してください。 

★★★ 皮膚の病気…あせも・虫刺され・とびひ・水いぼ   

皮膚のバリア機能が未熟な子どもは、毎日入浴するなど肌を清潔にし、爪は掻き

壊さないようにこまめに切りましょう。 

掻き壊すと傷に菌が入り、濃が持った水泡が出来つぶれてジュクジュクになり、その部分を触

った手で身体の他の部分を触り次々と広がる「とびひ」となります。接触すると他の人にもうつり

ます。 

乾燥肌・アトピー性皮膚炎・虫刺されでひどく腫れやすい等のお子さまは 

かかりつけ医で予防薬や治療薬をもらって登園されることをおすすめします。 

 

 

長い爪は、ケガのもとです。 

梅雨の時期の注意

点 

5月に発症した感染症 

・新型コロナウイルス感染症   れんげ 2名 ひまわり 1名 

・ヘルパンギーナ  れんげ 1名 ぶどう 1名  

・ 突発性発疹   れんげ  1名 

・ＲＳウイルス  つくし 1名 

他、発熱や全身の発疹が出たけど診断がつかなかったお子さまがいまし

た。 

★「熱中症」・・こまめな水分補給をしましょう！ 

       十分な睡眠・栄養・休養を心がけましょう！ 

先日ニュースで報道されていましたが、久留米の学校で熱中症により救急搬送

された事例がありました。暑さに慣れていない時期に、激しい運動をしたこと

での発症となったようです。 

新型コロナウイルスによる活動制限が解除され、初めての夏を迎えようとして

います。子どもたちは外でおもいっきり遊びたい気持ちがあるとは思いますが、

梅雨の合間に突然気温が上昇した日や蒸し暑い日は、熱の発散がしにくく熱中

症を起こしやすくなり注意が必要です。 

園でも子どもたちへ「暑い日のお約束」として話をしています。帽子をかぶるこ

と。こまめに日陰で水分補給を行うこと。気分が悪くなったら大人へ報告する 

  

 


